
ミッドウェー環礁が位置する北西ハワイ諸島は、米国の海洋国家遺産に指定された世界最大の海洋保護区です。中でも北太平洋屈指の野生生物の繁殖地ミッドウェー環礁は、
東日本大地震による甚大な津波被害を受けながらも、生命の息ふきにあふれています。しかし、日本を含む東アジア沿岸諸国から流出する大量のプラスチックゴミが洋上に
滞留する海域に位置するため、野生生物への深刻な影響が続いています。この企画展では、そんなミッドウェー環礁の最新情報を写真と資料でご紹介します。

2012年5月8日～6月28日 6月20日（水）「日本のごみはどこへ行く？海を巡る私たちのごみ」（小島あずさ・ＪＥＡＮ事務局長）
●参加費：各回500円（要申込・先着40名） ●時間：18：30～20：00 ●申込先：ＯＷＳ

5月30日（水）「ミッドウェー環礁の生きものたちを脅かす海洋ゴミ」（横山耕作・ＯＷＳ代表理事）

●11：00～18：00（土日祝休館） ●ＪＲ「有楽町駅」日比谷口徒歩1分／地下鉄「有楽町駅」「日比谷駅」Ｄ2出口直結

丸の内さえずり館 企画展

丸の内さえずり館

NPO法人ＯＷＳ TEL:03-5960-3545　http://www.ows-npo.org/

会期 講演

自然保護区ミッドウェーの生きものと海洋ゴミ 入場
無料

火 木



丸の内さえずり館 企画展　NPO法人OWS

 「自然保護区ミッドウェーの生きものと海洋ゴミ」

■会場：　丸の内さえずり館

ミッドウェー環礁は様々な海鳥やアザラシ、アオウミガメなど
希少な野生生物が暮らす地上の楽園です。しかし、近年、東アジ
アの国々から流出したゴミが生きものたちに深刻な被害を与
えています。そんなミッドウェー環礁の最新情報を写真と資料
でご紹介します。

OWS は、海をとりまく自然とそこにすむ生きものたちを通して、「自然に親しむ、自然を学ぶ、自然の大切さを伝える」活動を展開しています。できる
だけ多くの人々が、海の自然や生きものにふれあい、ともに自然の仕組みを学ぶことにより、自然を守ろうという意識の普及をはかりたいと考えています。

22年間にわたり海洋ごみ問題に取り組み、全国各地の海岸
での調査や、回収活動をしてきました。回収できるのは、海
のごみのほんの一部です。風や海流で運ばれ、海洋生態系に
深刻な影響を及ぼしているプラスチックごみ！その実態に
についてお話します。

■内容：　海洋写真家・杉森雄幸氏（OWSメンバー）の写真を含め、約30点の写真・解説パネルのほか
　　　　  ミッドウェー環礁から移送した海洋ゴミ標本などを展示しています。 

②6月20日（水）
第65回ＯＷＳ海のトークセッション
「日本のごみはどこへ行く？ 海を巡る私たちのごみ」
●講師：小島あずさ（一般社団法人ＪＥＡＮ事務局長）

■講演：　2回開催 ●参加費：各回500円（要申込・先着40名） ●時間：18：30～20：00 ●申込先：ＯＷＳ

①5月30日（水）
企画展・特別講演
「ミッドウェー環礁の生きものたちを脅かす海洋ゴミ」
●講師：横山耕作（NPO法人ＯＷＳ代表理事）

特定非営利活動法人 OWS

TEL 03-5960-3545 / FAX 03-5960-3546
http://www.ows-npo.org/　E-mail: info@ows-npo.org

●アクセス：　ＪＲ「有楽町駅」日比谷口徒歩1分
　　　　　　 地下鉄「有楽町駅」「日比谷駅」Ｄ2出口直結

■会期：　2012年5月8日（火）～6月28日（木）

開館時間 月～金11：00～18：00　（土・日・祝休館）
〒100-0006  千代田区有楽町1-12-1 新有楽町ビル１F
TEL:03-3283-3536　http://www.m-nature.info/

〒171-0032  東京都豊島区雑司が谷3-11-2 ストーク雑司が谷3Ｆ
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